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IC443は年齢約 4000年の重力崩壊型超新星残骸 (SNR)であり、周囲の分子雲および HI cloudの形状から、親
星が強い星風活動を伴っていたことが示唆されている。過去に行われた「あすか」のＸ線観測によって、Siおよ
び Sの Lyα輝線 (水素状イオンからの輝線)が制動放射スペクトルから決まる電子温度 (kTe ∼ 1.0keV)に対して
著しく強いことが明らかにされた (Kawasaki et al. 2002)。このことから、陽イオンの電離が電離平衡プラズマか
ら期待されるよりも進行した状態にある「過電離プラズマ」が存在すると考えられた。しかしながら、続いて行
われたXMM-Newtonの観測からは、過電離状態の有意な証拠は得られなかった (Troja et al. 2008)。
そこで我々は「すざく」を用いて IC443を観測し、プラズマ状態の精密な検証を行った。「あすか」によって指

摘された通り Lyα輝線が非常に強く、電離平衡プラズマでは説明がつかないことは既に報告済みである（小澤ら、
2008年春季天文学会）。我々はさらに詳細な解析を行い、スペクトルの 2.7keVおよび 3.5keV付近に、完全電離
した Siと Sに対する自由電子の再結合に伴う連続Ｘ線成分を発見した。このようなスペクトル構造が SNRから
検出されたのは観測史上初めてのことである。再結合スペクトルの幅から求められる電子温度は kTe ∼ 0.4keVで
あり、制動放射成分の電子温度 kTe ∼ 0.9keVと比べて有意に低かった。この事実は異なる２成分のプラズマがス
ペクトルに寄与することを強く示唆する。前者の電離温度は kTz > 2.0keVと制限がつき非常に極端な過電離状態
にあることが判明した。このようなプラズマの起源として、SNRの進化初期に加熱・電離された高密度の星周物
質が急激な断熱膨張によって冷却したことが考えられる。一方、0.9keV成分は電離平衡状態にあり、重元素量は
太陽組成程度だった。したがって衝撃波加熱を受けた通常の星間物質が起源だと考えられる。


